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〈研究背景〉

本研究で開発する「目利きシステム」は、今後は鮮度
や品質だけでなく、魚の産地や種類も判別できるように
発展させたい。これにより新鮮さだけでなく味の特徴ま
で評価でき、究極の目利きに近づくと考えている。
さらに、魚以外の種類や青果物などへの応用も進めるこ
とで、食品ロス削減にもつながる可能性がある。

また、利用範囲は市場だけでなく、Amazonやふるさ
と納税などのオンライン購入にも広がり、一般の消費者
も安心して生鮮食品を選べるようになることを目指して
いる。

〈課題・今後の展望〉
産地・種類を判別

他の生鮮食品に活用

食品ロスを早期発見
→提供

オンライン上での
生鮮食品購買を広げる

目利きシステム

〈結果〉

混同行列は3×3のマス目でFig.1を,このように読む.
縦軸を実験,横軸を予測

240枚の画像[漁獲して2日未満（C1）,3～4日（C2）,5～6日（C3）それぞれ80枚]
を検証に使用した.

※予測と結果が一致したものに赤マーカーを引いた．
Fig.1 全体の実験と予測に関して
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予測/結果 C1 C2 C3

C1 77※ 3 0

C2 0 80※ 0

C3 1 65 14※

C1の魚をC1と正しく判断したのは77枚．3枚誤認識．
C2に魚をC2と正しく判断したのは80枚．誤認識なし．
C3の魚をC3と正しく判断したのは14枚．66枚誤認識．

AIによる魚の鮮度判定は原理的に可能であることが本検証で実証された.特に新鮮な
魚(C1)の判定精度はFig.2より97.5%と高く,実用レベルに達している.

しかし,実用化には課題がある.最も深刻なのは,C3(鮮度低下)をC1(新鮮)と誤判定す
るケースが2件発生したことである.これは食中毒などの健康被害につながる危険性が
ある.また,C2の適合率がFig.3より56.3%と低く,AIが判断に迷った際に「とりあえず
C2」と判定する保守的なバイアスが見られる.結果、C3の75%がC2と誤判定され,鮮
度低下魚の見逃しにつながっている.

水産業の現場では,えらやひれ,目を見ることが目利きのコツとされている.このこと
から,画像全体ではなく各部位に着目した学習により,C3レベルの判定精度向上が期待
できる.例えば,黒目の領域に注目して瞳の濁り具合を学習させることで,新鮮でない個
体をより正確に判定できると考えられる.Fig.5より,C3検出精度を現状22.5%から
70%以上に引き上げた後,段階的な実用化が望ましいと考えられる.

近年,私たちの生活の中で,生鮮食品をオンラインで購入する
EC取引が盛んになっている.しかし,画面越しの取引では鮮魚の
鮮度や品質を直接確認できず,正確な判断が難しいという課題が
ある.

水産業の現場からも,「オンラインでも従来の目利きに近い判
別ができる仕組みがほしい」という声が挙がっている.

そこで私たちは,画像認識技術を用いて鮮魚の状態を判別する
「目利きソフト」の開発研究を進めている.このシステムを導入
することで,専門知識のないEC利用者でも鮮度を正確に判断でき
るようになり,取引の信頼性や効率の向上が期待される.

さらに,この技術を応用することで,食品の状態を早期に把握,
まだ利用可能な食品を他の用途に活用できる可能性があり,食品
ロスの削減にもつながると考えている.

〈課題・解決策〉

2.再現率＝

正しく新鮮と判断した数
AIが新鮮と判断した総数1.適合率＝

実際に新鮮だった魚の総数

正しく新鮮と判断できた数

〈結論・考察〉
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〈設計〉
MovileNetV2を用いた転移学習を採用した
•開発環境:Google Colab
•使用言語:python3
•使用ライブラリ

・TensorFlow/Keras 2.15 
・MobileNetV2
・PIL
・Matplotilib
・scikit-learn

画像認識前の環境整備
1. KaggleのAPIを取得する
2. データの前処理を行う
2-1 画像サイズを全て揃える
2-2 画像データを複数のグループに分ける
2-3 画像の色を0~255の数から0~1に直し、コンピューターが計算しやすいよう
にする
2-4 画像を回転するなどして、バリエーションを増やす

960枚の画像｛漁獲して2日未満（C1）,3～4日（C2）,5～6日（C3）のデータ画像を320枚
ずつ｝学習用に使用し,システムの開発をした.
魚の鮮度判別システムの推論フローチャート AIモデル構築フローチャート


